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図 実験における堤防決壊までのプロセスの一例 
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１．はじめに 

平成24年7月に九州の矢部川で堤防が決壊し、背

後地等に甚大な被害をもたらした。調査の結果、河

川水が堤防直下の地盤内に浸透し、浸透水が堤内地

（宅地・耕作地等）側に流出する際に、その地盤を

破壊する現象が堤防決壊の原因と推測されたが、堤

防決壊に至るプロセスや外力、地盤条件等、未だ不

明な点は多い。こうした地盤からの被災は東北の子

吉川等でも確認されており、ここでは堤防の崩壊も

確認されている。 

河川研究室では、河川堤防の弱点箇所の調査、評

価、対策手法を確立し、堤防の安全性向上に資する

研究に取り組んでおり、その一環として矢部川など

のように、一度の出水の間に決壊・崩壊まで破壊が

進行していく、いわゆる進行性破壊の生じる弱点箇

所の把握方法について検討を進めている。 

 

２．現状の課題とそれらの解決に向けて 

進行性破壊に関する課題は主に以下の3つである。 

課題1：地盤からの破壊が発生するメカニズムやそ

の地盤条件、外力条件の定量的把握 

課題2：メカニズムを適切に評価できる解析手法及

び評価方法の開発 

課題3：弱点箇所の抽出手法の開発 

（独）土木研究所との共同研究の下、様々な地盤条

件を模した堤防の実験を実施し、決壊に至るような

進行性破壊が生じる条件の解明を進めている（課題

1）。来年度からは大学や民間と連携した解析技術

等の技術開発を開始する予定である（課題2）。ま

た、上記技術の活用にあたっては隙間なく地盤条件

を把握する必要があるが、そうした地盤調査を全国

的に実施するのは現実的ではない。そこで、課題1

の結果を基に過去の調査結果や水位履歴等も踏まえ

ながら弱点箇所を抽出する手法を検討する（課題3）。 

 

３．進行性破壊の評価へ向けた検討の状況 

平成26年度は、堤防模型を作製し実験を行った。

その結果、地盤に水が浸透した影響により、堤防の

法尻部から決壊に至る現象等が確認され（図）、地

盤条件によって堤防決壊への過程が異なること等が

明らかになった。これらの結果を受け、来年度以降

は、地盤条件、外力条件の双方の観点から破壊の進

行性を判断する技術を検討し、堤防の弱点箇所抽出

手法の確立に向けて取り組んでいく予定である。 
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１．河川構造物管理研究タスクフォース 

国総研では、2012年4月から（独）土木研究所（土

研）とともに河川に適した構造物マネジメント技術

をフォローする研究担当者の集団として河川構造物

管理研究タスクフォース（以下、「河川構造物TF」

という。）を設置し、①技術・マネジメントの両面

において河川維持管理をより高度化させること（発

展）を目指した研究や技術的支援、②効果的・効率

的な河川維持管理に係る最新の技術を現場に導入し、

根付かせること（導入・定着）を目指した技術相談

やセミナーの開催などの活動を行っている。 

２．平成26年の活動状況 

河川構造物TFは、河川構造物の維持管理の基本と

なる点検・モニタリングに関して、効率化・高度化

に向けた技術開発及び評価の基準の作成に向けた取

り組みに重点を置いて活動を行った。国土交通省は

点検・モニタリングの効率化・高度化に向けてロボ

ット技術等の新技術の導入を検討している。特に河

川・ダム分野においては水中箇所の目視点検の代替

が出来る装置等の開発・導入、河川堤防のモニタリ

ング技術の実用化を達成目標としている。河川構造

物TFは、維持管理のニーズと技術開発のシーズのマ

ッチングを図り、開発される技術が現場で実際に役

立つものとなるように技術的な助言を行っている。

また現場技術者が活用できる点検・診断手法を開発

するため、昨年度に引き続き樋管等構造物周辺の堤

防の空洞化状況、コンクリート部材や鋼矢板護岸の

劣化状況等の明確化、非破壊検査技術の適用性把握

に関して土研に委託して研究を進めた。さらに、昨

年行った点検マニュアルの検討とその後の試行を踏

まえ、点検結果の評価の基準・要領の作成に向けた

検討に関して技術的支援を行った。この検討の参考

とするため、英国等海外のインフラの維持管理手法

に関する情報収集を行い、我が国における維持管理

手法との違いの分析も行った。技術相談に関しては、

地方公共団体からも9件の相談が寄せられた。また、

2014年2月27日に、産官学が連携して維持管理に関す

る最新情報の交換を行う場となる河川構造物管理研

究セミナーを「海外の維持管理手法とデータベース」

をテーマに開催し、約100名の参加を得て、熱心な討

議が行われた。河川構造物TFの活動は詳しくはHPを

ご覧頂きたい。1) 

 

図 河川構造物管理研究セミナー 

３．今後の展開 

河川構造物TFは、今後とも国土交通本省、地方整

備局と密に連携して、産官学の情報交換等も促すな

ど、河川維持管理の効率化・高度化に向けた取り組

みを積極的に展開していく。 

【参考】 

1) 河川構造物TFのホームページ 

http://www.nilim.go.jp/lab/fag/index.html 
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